


至 津南至 長岡

昭和町通り

本町通り

立
体
駐
車
場

エ
ン
ゼ
ル
妻
有
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ふ
ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
●

ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
●

ま
ち
の
す
●

第
四
銀
行
●

駅
通
り

コ
モ
通
り

十日町駅

アップルとおかまち

（仮）市民文化
　　ホール

（仮）市民交流
　　センター

（仮）市民活動センター・
　　まちなか公民館

ほくほく線
十日町駅

今年４月リニューアルオープン

十日町産業文化
発信館「いこて」
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ま
ち
な
か
に
生
ま
れ
る
に
ぎ
わ
い
の
空
間

　
市
で
は
、
ま
ち
な
か
︵
中
心
市
街
地
︶
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
ち
な
か
か
ら
市
全
体

を
元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
十
日
町
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
ハ
�

ド
面
︵
拠
点
施
設
整
備
︶・
ソ
フ
ト
面
︵
イ
ベ
ン
ト
︶
の
両
方
か
ら
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
か
ら
来
年
に

か
け
て
、
市
民
の
活
動
を
見
据
え
た
施
設
が
目
に
見
え
る
形
と
な
り
ま
す
。
本
特
集
で
は
そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ
�
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
☎
７
５
７

�

３
６
９
１

平成25年６月、法律に基づき国の認定を

受けた計画です。この計画には、平成30年

３月までの概ね５年間で、市街地の活性化に

向けた66事業が登載されています。事業者・

個人・団体・行政など、多種多様な主体がこ

の事業に参画しています。

計画では、これからの人口減少時代を見据

えた、これまでの考え方とは違う「新たなに

ぎわい」に満ちた「魅力あるまち」の創造を

基本理念として、「暮らす人を増やす」「訪れ

る人を増やす」「活動する人を増やす」とい

う目標を掲げています。

道路の改良や消雪パイプの布設などの市街

地整備、高齢者のデイサービスや子育て支援

施設など福利厚生施設整備、高齢者やファミ

リー向け住宅整備など居住環境向上のための

事業、高校生など住民を巻き込んだイベント

などの事業があります。

中心市街地活性化基本計画とは

６月14日オープン。

次のページで紹介しています。

平成29年秋オープン予定

９月１日オープン。

次のページで紹介しています。

十日町産業文化発信館「いこて」

（仮）市民文化ホール

（本町５：娯楽会館跡地）

（本町１・十日町高校東側）

アップルとおかまち

（本町２：旧田倉跡地）

（仮）市民交流センター

（本町２・旧本町分庁舎１・２階）

立体駐車場

（本町２・旧本町分庁舎駐車場）

平成28年度春オープン

（仮）市民活動センター・
　　 まちなか公民館
（本町３：旧西脇商店ビル）

平成28年度春オープン

　地域内外の人との交流の場をコンセプト

に、歴史・文化など市の情報発信するスペ

ースや、茶室や和室など和を感じさせる空

間のほか、町内の会議でも使用できる会議

室などを備えた施設です。

　活動の場をコンセプトに、活

動の発表ができる展示スペース

や、創作活動などで利用できる

多目的作業スペースなど誰でも

気軽に利用できる施設です。
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まちなかに生まれるにぎわいの空間まちなかに生まれるにぎわいの空間

平成28年秋オープン予定

　雪の日でも

快適に利用で

きるように、

３層４段の立体駐車場を整備します。詳

細が決まり次第お知らせします。
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十日町産業文化発信館「
いこて」

アップルとおかまち

　１階はカフェ・日本酒バーとして、２階は

多目的スペースができます。屋外ではファー

マーズマーケット（直売所）やイベントなど

が開催されるなど、にぎわいの拠点となりま

す。

　十日町市では初めてのサービス付き高齢者

向け住宅を中心に、ファミリー向け住宅のほ

か、子育て支援センターや老人デイサービス

センターが併設される複合施設です。雪下ろ

しの心配のない快適な居住空間の提供と、高

齢者と子どもたちの交流が生まれます。

産
業
文
化
発
信
館
「
い
こ
て
」

藤
田 

真
理
子
さ
ん

ア
�
プ
ル
と
お
か
ま
ち
施
設
長

星
名 

隆
之
さ
ん

十
日
町
ま
ち
な
か
ダ
ン
ス
部

風
間 

啓
介
さ
ん

　高齢者から子どもまでひとつの建

物のなかで生活したり通ったりする

ことで、高齢者・子育て世代・子ど

もの３世代交流が生まれ、まちなか

のにぎわいにつながる施設にしたい

と考えています。

　市内にはいろいろな趣味や活動を

している人がたくさんいます。そん

な皆さんの活動を発信し、個性を表

現できる施設にしたいです。また、

それをきっかけに多くの人が集まれ

る場所になってほしいです。

　楽しいにぎわいをつくる一つ

の材料として、まちなかダンス

部を始めました。これからも市

民が主体的に活動するまちを目

指して、一人の市民としていろ

いろやっていきたいです。他の

皆さんも別の形で展開していた

だいて、まちなかでの活動がど

んどん活発になって楽しいまち

になれば良いと思っています。

　中心市街地の活性化は、施設やイベントだけに頼らない日常のにぎわいを作りだす

ことが大切です。市民団体の活動ほか、PTA 行事や地域の集まりなど、まちなかの

新しい施設は皆さんのアイデア次第でさまざまな使い方ができるはずです。まちなか

の施設を上手に使い、あなたも新しいにぎわいを生み出す一人になりませんか。

たくさんの市民団体がまちなかを元気にするために取り組んでいます 民間事業者が主体となって施設の整備に取り組んでいます

まちなかに生まれるにぎわいの空間まちなかに生まれるにぎわいの空間

ふらっとステーションの運営
市民活動ネットワークひとサポ

グリーンカーテン・雪玉プロジェクト

南部地区振興会

キャンバスガーデンコンテスト

　６月２０日（土）〜７月１２日（日）開催

 オープニングイベント「花まるシェ」　

６月２０日（土） 会場：「いこて」

ＮＰＯ法人にぎわい

市民活動ネットワークひとサポ

青春フェスタ  ［８月開催予定］
高校生による企画・運営わくわく歌声喫茶

十日町おやこ劇場

　楽しいにぎわいをつくる一つ

ダンスパフォーマンス

十日町まちなかダンス部
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作品鑑賞パスポート・
妻有ファンクラブ優待施設を募集

マグネット＆ステッカーを
販売します

越後妻有アートトリエンナーレ2015
大地の芸術祭

●問合せ：観光交流課芸術祭企画係☎757-2637

いよいよ始まる熱い夏。
あなたの協力がたくさんの笑顔を生み出します。

３
つ
の
ご
協
力
の
お
願
い

７月26日㈰ ▶▶９月13日㈰ 越後妻有地域 十日町市
津 南 町

　
大
地
の
芸
術
祭
を
楽
し
む
必
需
品
の
販
売
が
ス
タ
�
ト
し
ま
し
た
。

①
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
地
元
飲

食
店
・
温
泉
が
割
引
き
に
な
る

特
典
も
多
数
つ
い
た
お
得
な
パ

ス
ポ
ー
ト
で
す
。

※
市
内
・
津
南
町
在
住
の
人
な

ら
２
千
円
（
地
元
限
定
の
割

引
価
格
）で
購
入
で
き
ま
す
。

詳
細
は
市
報
5
月
25
日
号
に

折
り
込
ん
だ
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

②
公
式
ガ
イ
ド
ブ
�
ク

　
全
作
品
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
と

食
事
処
、
宿
、
温
泉
情
報
を
網

羅
し
た
決
定
版
で
す
。

￥
１
４
０
４
円
（
税
込
）

③
ガ
イ
ド
マ
�
プ

　
全
作
品
の
作
品
名
・
作
家
名
・

位
置
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
地
図

で
す
。

￥
１
０
０
円
（
税
込
）

●販売施設＝市総合観

光案内所（十日町駅

西口）、市役所本庁、

各支所地域振興課、

越後妻有里山現代美

術 館［ キ ナ ー レ ］、

まつだい「農舞台」、

ほか

車や建物入口などに貼って芸術祭を一緒

にアピールしませんか。

・マグネット／（大）１枚：1,000円（税込）

　　　　　　　 （小）１枚： 700円（税込）

・ステッカー／（大）１枚： 300円（税込）

　　　　　　　 （小）１枚： 100円（税込）

●販売場所＝大地の芸術祭実行委員会事務

局（十日町市総合観光案内所内・十日町

駅西口）

●
職
種
＝
大
地
の
芸
術
祭
案

内
・
事
務

●
人
数
＝
約
15
人

●
業
務
内
容

・
案
内
業
務
（
作
品
・
イ
ベ
ン

ト
案
内
、
道
案
内
、
シ
�
ト

ル
バ
ス
・
ツ
ア
ー
バ
ス
案
内
、

前
売
券
・
バ
ウ
チ
�
ー
券
交

換
な
ど
）

・
販
売
業
務
（
パ
ス
ポ
ー
ト
・

ケ
ー
ス
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・

マ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
・
バ
ス

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
）

　
会
期
中
、観
光
客
に
笑
顔
で
案
内
す
る
ス
タ
�
フ
を
募
集
し
ま
す
。

独自の特典やサービスを提供する施設・

店舗を募集しています。詳しくは市ホーム

ページをご覧ください。

・
管
理
業
務
（
来
場
者
数
カ
ウ

ン
ト
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
、

現
金
・
備
品
管
理
な
ど
）

・
そ
の
他
（
運
営
に
必
要
な
準

備
・
研
修
な
ど
）

●
期
間
＝
７
月
21
日
㈫
～
９
月

15
日
㈫

●
年
齢
＝
不
問

●
就
業
時
間
＝
原
則
午
前
９
時

～
午
後
５
時
30
分

●
休
憩
時
間
＝
60
分

●
賃
金
＝
日
給
６
７
８
０
円

●
福
利
厚
生
＝
通
勤
手
当

●
加
入
保
険
＝
雇
用
・
労
災

●
週
休
二
日
＝
シ
フ
ト
に
よ
り

月
８
日
休
み
（
休
み
は
交
替

で
取
得
／
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

●
勤
務
地
＝
大
地
の
芸
術
祭
各

案
内
所
（
応
相
談
）

問
市
観
光
協
会
（
市
総
合
観
光

案
内
所
内
☎
７
５
７

｜

３
３

４
５
）

案
内
所
ス
タ
ッ
フ
募
集
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大
地
の
芸
術
祭
を
楽
し
む
必
需
品
の
販
売
が
ス
タ
�
ト
し
ま
し
た
。

全作品が１回無

料で鑑賞可能。
ガイド

マップ付！

作
品
鑑
賞
の
た
め
の
ア
イ
テ
ム
販
売
開
始
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特集●大地の芸術祭

　優待情報は、市ホーム

ページや大地の芸術祭案

内所でお知らせします！

3

2

1
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越後妻有里山現代美術館[キナーレ]

棚田 ｜人生のアーチ
イリヤ＆エミリヤ・カバコフ

T
スリー

hree T
トラベラーズ

ravellers
原広司＋アトリエ・ファイ建築研究所

Y
イェン

EN T
タウン

OWN B
バンド

AND
@N

ノウ

O×B
ブタイ

UTAI
小林武史

蓬ほ
う
ら
い
さ
ん

莱
山
　
蔡さ

い
こ
っ
き
ょ
う

國
強
﹇
中
国
／
ア
メ
リ
カ
﹈

さ
ら
に
注
目

さ
ら
に
注
目

まつだい雪国農耕文化村センター「農舞台」

鉢＆田島征三・絵本と木の実の美術館

注
目
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①
▼
▼
主
要
施
設
編

中央の池に島が登場。中国の伝承の

蓬莱山があり、島の周囲には多様な乗

り物を模したわら細工のオブジェが設

置される。また、屋内では和紙に火薬

を燃焼させた痕跡を定着させた火薬画

《島》も展示。さらにユネスコと共同

制作で《東アジア子ども芸術島》もネ

ット上で展開する。

農作業をする人々をかたどった

作品《棚田》のカバコフが、新作

を制作。５体の像で、人生のそれ

ぞれの段階を視覚化している。

キナーレの設計を担

当した原広司が新たに

建物を手掛ける。３人

の旅人の姿をかたどっ

た東屋でオーストラリ

アの田園集落ライディ

ングと同時指導。

　映画「スワロウテイ

ル」の中に登場する

架空のバンド「YEN 

TOWN BAND」 が、

棚田の景色の中に蘇る。音楽家・小林武史

によるプロデュースでコンサートを開催

期間中、特別企画展「おもいでをたべるオバケとかんがえる

ヤギ」を開催。8月22日㈯には、「B
バッカ

ACCA*G
ゴウギ

OHGIな鉢祭り

2015」を実施。参加者みんなで踊り狂う。

今まで２年間にわたり実施してきた「限

界芸術」。その集大成としての特別企画展

「今日の限界芸術百選展」を開催する。ス

トリートカルチャーから民族芸術、現代美

術、伝統芸能、シルバーアートまで多様な

表現文化から「今日の限界芸術」を探る。

越後妻有アートトリエンナーレ2015
大地の芸術祭

市報とおかまち　平成27年６月10日号市報とおかまち　平成27年６月10日号

特集●大地の芸術祭 特集●大地の芸術祭
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Pick
Up

●絵はがき設置場所＝

　市内の各郵便局・各宿泊施設、クロステンほか市内各公共施設

【オリジナルトートバッグ】

　消印の付いた使用済みの絵ハガキ１枚に付き１個プレゼント

●受け渡し窓口＝十日町市総合観光案内所（十日町駅西口）、キ

ナーレ、まつだい「農舞台」、松代・松之山温泉観光案内所（ま

つだい駅）

【賞品】

●応募期間＝７月26日㈰～９月13日㈰※大地の芸術祭2015開催期間

●応募方法＝絵ハガキまたは応募用紙（受け渡し窓口に設置）に

必要事項を記入し、応募箱（同所設置）に投函してください。

●応募対象＝市外の人へ送った絵はがき※送付元は市内外不問

●当選発表＝発送をもって発表とします。

　応募絵はがきの個人情報は、賞品の送付と市の観光パンフレッ

トの送付の際、使用します。

先着3000人！

抽選で当たる！

「大地の芸術祭プレミアム観光絵ハガキ」特典

抽選で
当たる
賞　品

Ａ賞 当間高原リゾートベルナティオペア宿泊券 各５組

Ｂ賞 十日町市特産品詰合せ（3,000円相当） 各20セット

Ｃ賞 十日町市内グルメ券（1,500円相当） 各50セット

▼問合せ：観光交流課観光企画係☎757-3100

　この夏、皆さんも大地の芸術祭を宣伝しませんか。

皆さんが送った絵ハガキを持ってこの地を訪れると、先着

でグッズがもらえたり、抽選で賞品がもらえたりします。ぜ

ひ活用してください。

大地の芸術祭
越後妻有アートトリエンナーレ2015

皆
さ
ん
の
心
を
送
り
ま
せ
ん
か

大
地
の
芸
術
祭
プ
レ
ミ
ア
ム
観
光
絵
ハ
ガ
キ

本号で折り込み

ました！

＝十日町市総合観光案内所（十日町駅西口）、キ

ナーレ、まつだい「農舞台」、松代・松之山温泉観光案内所（ま 本号で折り込み

特集●大地の芸術祭

●
応
募
風
景
＝
市
内
の
風
景

　
※
人
工
物
が
あ
っ
て
も
、
風
景
の

一
部
で
あ
れ
ば
か
ま
い
ま
せ
ん
※

一
般
に
見
学
で
き
る
場
所
（
私
有

地
・
空
撮
不
可
）

〆
６
月
30
日
㈫
※
必
着

●
応
募
方
法
＝

　

電

子

メ

ー

ル
（k

o
h
o
@

city
.

to
k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

）・
郵
送
・
電

子
申
請
・
フ
�
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
い

ず
れ
か
で
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡

先
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
候
補

地
名
に
そ
の
写
真
を
添
え
て
、
〒

９
４
９

｜

８
５
０
１
千
歳
町
３

｜

３
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

●
注
意
＝

・
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
個
人
情

報
の
う
ち
氏
名
・
候
補
地
名
・
写

真
は
、
市
の
全
て
の
広
報
媒
体
で

使
用
し
ま
す

・
応
募
多
数
の
と
き
、
市
で
投
票
対

象
を
絞
り
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募
写
真
の
使

用
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す

●
撮
影
期
間
＝

　
平
成
28
年
３
月
頃
ま
で

対
市
民

〆
６
月
30
日
㈫
※
締
め
切
り
後
も

随
時
受
け
付
け
ま
す

●
応
募
方
法
＝

　
電
子
メ
ー
ル
（k

o
h
o
@

city
.

to
k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

）
ま
た
は

直
接
来
庁
し
て
、
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
電
話
番
号
・
協
力
可
能

時
期
（
月
や
曜
日
な
ど
）
を
記

入
の
上
、
協
力
者
の
上
半
身
の

写
真
を
添
え
て
、
問
合
せ
先
ま

で
●
特
典
＝
完
成
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
贈
呈

●
注
意
＝

・
日
程
や
状
況
に
合
わ
な
い
と
き

は
、
ご
協
力
を
お
受
け
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
完
成
後
は
、
い
か
な
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
登
場
し
て
い
る
シ
ー

ン
の
差
し
替
え
が
で
き
ま
せ
ん

とおかまちの新「十」景を募集します

市制施行10周年記念誌へのご協力のお願い

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課広報広聴係☎757-3112

Pick
Up

十日町市の魅力を伝える動画に出演しませんか

市制施行10周年記念プロモーションムービーへのご協力のお願い

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課広報広聴係☎757-3112

　
市
は
今
年
で
10
歳
。
こ
れ
を
記
念
し
て
作
成
す
る
冊
子
の
中

で
、
新
・
十
日
町
市
が
誇
る
10
の
景
色
を
掲
載
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
掲
載
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
景
色
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
好
き
な
市
内
の
景
色
を
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　フェイスブックペ
ージで候補地を随時
公開します。また、
10の風景を選定す
る投票も同ページで
実施します。ぜひ「い
いね！」をおねがい
します

　
市
制
10
周
年
を
機
に
、
市
を
宣
伝
す
る
動
画
︵
プ
ロ
モ
�
シ
�
ン
ム

�
ビ
�
︶
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
動
画
に
出
演
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
を

募
集
し
ま
す
。
市
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
動
画
を
ぜ
ひ
一
緒
に
作

り
上
げ
ま
し
�
う
。

メール作成QRコード

私たちが撮影します！

FBページQRコード
みんなで決める！
とおかまち新十景

電子申請QRコード
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まちづくりに意欲のある若者を求めています

平成28年度採用の十日町市職員の募集

● ● ● ● ●問合せ：総務課人事係☎757-9787

　「
十
日
町
市
を
よ
り
良
い
ま
ち
に
し
た
い
」
な
ど
、
熱
意

あ
ふ
れ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一
般
事
務
上
級

土
木
技
師
上
級

●
人
数
＝
８
人
程
度

●
受
験
資
格
＝
昭
和
61
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人

●
給
与
（
初
任
給
）
＝
17
万
４
２
０

０
円
（
新
卒
者
の
と
き
。
職
歴
な

ど
で
異
な
り
ま
す
。
給
料
改
定
な

ど
で
増
減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

〈
共
通
〉

【
試
験
科
目
】
教
養
試
験
・
作
文
・

適
性
検
査
※
土
木
技
師
上
級
と
保

健
師
は
専
門
試
験
も
実
施

【
第
１
次
試
験

：

筆
記
試
験
】

●
期
日
＝
７
月
26
日
㈰

会
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

【
第
２
次
試
験

：

集
団
討
論
】

●
期
日
＝
８
月
下
旬
予
定
（
会
場

な
ど
の
詳
細
は
、
１
次
試
験
合

格
者
に
直
接
通
知
）

【
第
３
次
試
験

：

面
接
試
験
】

●
期
日
＝
９
月
中
旬
予
定
（
会
場

な
ど
の
詳
細
は
、
２
次
試
験
合

格
者
に
直
接
通
知
）

〆
６
月
26
日
㈮

申
必
要
書
類
を
人
事
係
へ
提
出
※

申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

・
持
参
す
る
と
き
＝
平
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
持

参
※
本
人
以
外
で
も
可

・
郵
送
す
る
と
き
＝
必
ず
簡
易
書

留
郵
便
で
送
付
※
６
月
26
日
㈮

ま
で
の
消
印
有
効

●
必
要
書
類
＝

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
人
事

係
に
配
置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
）

・
成
績
証
明
書
（
最
終
学
歴
の
も

の
。
来
春
卒
業
見
込
み
者
は
最

近
ま
で
の
も
の
）
※
臨
床
心
理

●
人
数
＝
若
干
名

●
受
験
資
格
＝
昭
和
56
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

の
土
木
専
門
課
程
を
卒
業
し
た
人

ま
た
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

●
給
与
（
初
任
給
）
＝
17
万
４
２
０

０
円
（
新
卒
者
の
と
き
。
職
歴
な

ど
で
異
な
り
ま
す
。
給
料
改
定
な

ど
で
増
減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

保
健
師

臨
床
心
理
士

●
人
数
＝
１
人

●
受
験
資
格
＝
昭
和
61
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師

免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人

●
給
与
（
初
任
給
）
＝
17
万
４
２
０

０
円
（
新
卒
者
の
と
き
。
職
歴
な

ど
で
異
な
り
ま
す
。
給
料
改
定
な

ど
で
増
減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

●
人
数
＝
１
人

●
受
験
資
格
＝
昭
和
56
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
㈶
日
本

臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
認
定

の
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
有
す
る

人
●
給
与
（
初
任
給
）
＝
17
万
４
２
０

０
円
（
新
卒
者
の
と
き
。
職
歴
な

ど
で
異
な
り
ま
す
。
給
料
改
定
な

ど
で
増
減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

士
は
不
要

・
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
者

は
卒
業
見
込
証
明
書)

※
臨
床

心
理
士
は
不
要

・
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）
82

円
切
手
を
貼
付
し
、送
先
住
所
・

氏
名
記
入
の
も
の
２
枚

※
保
健
師
へ
の
応
募
は
保
健
師
免

許
の
写
し
（
取
得
見
込
者
を
除

く
）、
臨
床
心
理
士
へ
の
応
募

は
資
格
認
定
書
と
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

の
写
し

　
こ
の
ほ
か
に
一
般
事
務
初

級
・
土
木
技
師
中
級
・
管
理

栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
の
募

集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
７
月
10
日
号
の
市
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
試
験
】
９
月
20
日
㈰
～
11

月
上
旬
予
定

【
採
用
日
】
平
成
28
年
４
月

１
日

【
申
し
込
み
】
７
月
27
日
㈪

～
８
月
21
日
㈮

■仕事内容

　　主に法人市民税を担当してい

ます。申告書類の受け付けや、

納付額の確認をしています。ま

た、窓口での証明書発行や各種

申請書の受け付けで市民の皆さ

んと直接やり取りもします。

■やりがい

　　税金を預かる立場なので緊張

感を持って仕事をしています。

また、対応した全ての人に気持

ち良く利用してもらえるよう心

掛けています。帰り際に「ありがとう」「親切

ですね」との声をもらえると、とても大きなや

りがいを感じられます。

■後輩へのメッセージ

　　先輩の皆さんは親切に指導してくれます。市

のためにぜひ一緒に働いてみませんか。お待ち

しています。

税務課市民税係

健康づくり推進課成人保健係

健康づくり推進課成人保健係

上下水道局下水道係

山口  智也　主事　H27年度採用

石原  加奈子　栄養士　H26年度採用

宮澤  宏奈　保健師　H26年度採用

桾澤  龍太郎　土木技師　H27年度採用

■仕事内容

　乳幼児から高齢者までが心身

共に健康な生活を送られるよう

にお手伝いをしています。具体

的には、家庭訪問や健康相談、

健診に携わって支援します。

■やりがい

　　仕事の中で相談者の負担や不安を聞くことが

多くあります。お話をすることでそれらを軽減

できたときは「少しは力になれた」と、うれし

く感じます。

■後輩へのメッセージ

　　経験豊富な先輩が多く、困ったときはいつで

も相談に乗ってくれ、一緒に解決してくれます。

職場のサポート体制が充実していて、安心して

働くことができる職場です。今後、受験される

皆さんと共に働ける日を楽しみにしています。

■仕事内容

　　成人の栄養改善業務を担当し

ています。住民健診後の説明会

や教室などで、食生活の講話や

個別指導と相談をしています。

また市民で構成されているヘル

スメイトと共に市内各地区で食

改善の活動をしています。　

■やりがい

　　講話で参加者の反応を感じた

り、「食に対する意識が変わっ

た」と感想をいただいたりする

ことがあります。自分の仕事が

市民の健康につながっていると感じることがで

き、仕事の原動力になります。

■後輩へのメッセージ

　　関係者と連携・協働して取り組む業務のため、

たくさんの人と接する機会があり、多くの学び

があります。あらゆることを吸収しながら、市

民のために一緒にがんばりましょう。

■仕事内容

　公共汚水桝設置、下水道施設

の運転管理・維持管理などの業

務を主にしています。

■やりがい

　表面的に活躍するような業務

ではありませんが、市民にとっ

て大事な生活基盤に携わっているので、緊張感

があります。責任のある仕事ですが、その分働

いている実感も大きいです。

■後輩へのメッセージ

　　上下水道は、人の生活になくてはならないと

ても大事なものです。「トイレに水が流れるの

は当たり前」と思われているのは信頼あっての

もの。上下水道だけでなく、市の全ての仕事が

市民の生活を支えています。そんな仕事に就き

ませんか。

［  先輩職員からのメッセージ  ］ 平
成
28
年

４
月
１
日
採
用
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Pick
Up

応援団からの、たくさんの寄附に心から感謝します

ふるさと納税とおかまち応援寄附金　平成26年度の報告

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課協働推進係☎757-3693

　平成26年度も大勢の皆さん

から寄附がありました。寄附金

は、「選ばれて住み継がれる十

日町市の実現」のために大切に

活用します。

ふるさと納税「とおかまち応援寄附金」とは

　十日町市をふるさとに持つ出身者を中心に、縁がある人や魅力

を感じてくれている人の「十日町市を応援したい！」という温か

い志を、寄附金という形でお寄せいただくものです。

「縁」を紡いで市の応援団を募ろう

とおかまち応援寄附金は、市のまちづくりの「応

援団」を募る制度です。皆さんのまわりに、「十

日町市を応援したい」という人がいたら、ぜひと

おかまち応援寄附金を紹介してください。

「選ばれて住み継がれる十日町市」を目指し、

皆さんで紡いだ縁を大切にしながらまちづくりに

生かしていきます。

寄附金の受け入れ状況

No. 寄附金の使いみち 寄附件数 寄附金額

1 雪まつりや雪を楽しむイベントの開催 　32件 500,000円

2 大地の芸術祭の開催や作品管理 104件 20,353,142円

3 障がい者や高齢者にやさしいまちづくり 64件 1,321,274円

4 子育てしやすい教育環境の整備 78件 1,434,000円

5 道路や住宅の雪対策 34件 469,000円

6 自然環境の保全や自然エネルギーの活用 41件 3,425,960円

7 スポーツ・文化芸術活動の振興 27件 6,309,000円

8 地域経済活性化や雇用確保 27件 279,000円

9 市内ＮＰＯ法人の支援 60件 3,925,000円

10 地域自治組織への支援 96件 5,749,000円

11 市長にお任せ 171件 21,660,848円

合　　　　計 734件 65,426,224円

　私たちの暮らし

は、大勢の「応援団」

からの温かい志に支

えられています。

ふるさと納税制度が拡充されました

　　　　　４月１日から制度が拡充されました。主な改正点は次のとおりです。

ふるさと納税をすることで税の軽減を受けるた

めには確定申告をする必要がありましたが、4 月

1 日以降の寄附から、給与所得者を中心に確定申

告をしなくても、税の軽減が受けられるようにな

りました。

ふるさと納税制度は、寄附金のうち 2 千円を

超える額について、一定の限度まで個人住民税・

所得税の控除を受けることができます。この控除

の上限額が２倍に引き上げられ、２千円の負担で

寄附できる金額も約２倍になりました。

確定申告を必要としない「ワンストップ特例

制度」が創設されました
税制上の優遇措置が拡大されました　

注目
情報

　
高
齢
に
な
�
て
も
健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
�
て
い

く
こ
と
は
、
社
会
的
に
も
重
要
な
課
題
と
な
�
て
い
ま
す
。

健
康
上
の
理
由
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間
の
こ
と
を
「
健
康
寿
命
」
と
言
い
ま
す
が
、

現
在
「
健
康
寿
命
」
と
「
平
均
寿
命
」
と
の
間
に
は
約
10

年
間
の
期
間
が
あ
り
ま
す
。
人
生
80
年
が
当
た
り
前
の
現

代
。
い
き
い
き
元
気
に
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め

の
秘
け
つ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
市
は
脳
卒
中
で
死
亡
す
る
人
が
、
県
や
国
と
比
べ
て
多
い
状
況
で
す
。

脳
卒
中
を
発
症
す
る
以
前
に
は
高
血
圧
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
人
が
多
く
、

高
血
圧
の
要
因
に
は
塩
分
摂
取
量
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
特
定
健
診
で
尿
中
推
定
塩
分
摂
取
量
を
測
定
し
ま
す
。
食
生
活
を

見
直
す
き
�
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
。

会
住
民
健
診
会
場
※
個
別
医
療
機

関
で
は
実
施
し
ま
せ
ん

対
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
～
74
歳

￥
無
料

他
尿
検
査
の
み
の
受
診
は
で
き
ま

せ
ん

申
・
問
市
民
生
活
課
国
保
係
（
☎

７
５
７

｜

３
７
３
５
ま
た
は
上

記
問
合
せ
先

会場 クロステン

定員 250席

参加費 無料 ※申し込み不要

６月29日㈪
午後６時～７時30分
※受付５時～

●託児所＝希望者は６月22日㈪まで

に次の内容を問合せ先へ電話でお知

らせください。①氏名、②携帯電話

番号、③子どもの人数・年齢

順天堂大学大学院教授、順天堂大学大学院
医学研究科・加齢学講座、一般財団法人健
康ビジネス協議会アドバイザー、にいがた
観光特使、日本テレビ「世界一受けたい授
業」に出演

白澤 卓二さん プロフィール

健康長寿をめざして 10歳若返る10の秘
ひ

訣
けつ

● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課☎757-3187

市制施行10周年記念事業 白澤卓二先生アンチエイジング講演会

Pick
Up

塩分摂取量を見直しませんか。今年度は特定健診で測定します

1日の尿中推定塩分摂取量の測定実施

● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課成人保健係☎757-9764

標準化死亡比（平成19年～23年）

くも膜下出血 118.1
107.1

脳出血 116.9
116.9

脳梗塞 117.1
122.3

0 20 40 60 80 100 120 140

国の平均を
100とした
とき

■十日町市　　■新潟県

218

高血圧

54

心疾患

48

糖尿病

65

高脂結晶

1

動脈硬化

134

その他

39

該当なし
0

40

80

120

160

200

240
（人）

脳卒中発症前の健康状況（重複回答あり）
※平成23～25年新潟県脳卒中情報システム事業まとめより

　１日に塩分をどれだけ摂
取しているか、尿中に含ま
れるナトリウムとカリウム
という物質の濃度を測定し
て推定の塩分摂取量を算出
します。

尿中推定塩分摂取量とは

※
市
の
特
定
健
診
を
申
し
込
み
済

み
の
人
は
、
申
し
込
み
不
要
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
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■
高
校
求
人
説
明
会

　
日
７
月
28
日
㈫

　
会
ク
ロ
ス
テ
ン

■
建
設
業
の
職
場
見
学

日
８
月
３
日
㈪

対
高
校
教
論
・
生
徒
※
一
般
求
職

者
可

●
訪
問
先
＝
市
内
２
社
・
バ
ス
移

動

■
十
日
町
地
区
就
職
面
接
会

　
日
８
月
17
日
㈪

会
ク
ロ
ス
テ
ン

対
新
規
大
卒
・
専
門
学
校
卒
業
予

定
者
、
既
卒
３
年
以
内
の
求
職

者

地域の企業は新しい力を求めています

十日町地区雇用協議会からのお知らせ

● ● ● ● ●問合せ：産業政策課商工振興係☎757-3139

　
市
内
に
は
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
職
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
福
祉
・
建
設
業
・
モ
ノ
づ
く
り
の
仕
事
は
求
人
倍
率
が
高
く
、
求
人
に
対
し

て
職
に
就
く
人
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
全
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
地
域
で
働
く
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
、

生
ま
れ
育
�
た
地
域
で
の
就
職
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
規
学
卒
者
の
皆
さ
ん
へ

一
般
求
職
者
の
皆
さ
ん
へ

■
介
護
・
看
護
・
保
育
の
職
場
見
学

　
日
６
月
24
日
㈬

●
訪
問
先
＝
市
内
介
護
施
設
２
か

所
・
バ
ス
移
動

■
介
護
・
看
護
・
保
育
の
就
職
面
接

会
　
日
７
月
17
日
㈮

会
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■
建
設
業
就
職
面
接
会

日
８
月
４
日
㈫

会
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※
９
月
以
降
も
介
護
・
看
護
・
保
育

の
職
場
見
学
会
、
就
職
面
接
会
と

建
設
業
の
就
職
面
接
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す

■参加企業や訪問先などの

詳細は、ハローワークに

確認してください

■申し込み・お問合せ先

　ハローワーク十日町事業

所部門（☎757-2407）

　
登
録
す
る
と
、
地
域
の
就
職
情

報
が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
。
地
元

就
職
を
希
望
し
て
い
る
遠
方
の
学

生
に
便
利
で
す
。
登
録
は
、
家
族

で
も
可
能
で
す
。

　
高
卒
で
地
元
就
職
希
望
の
生
徒

は
、
７
月
か
ら
就
職
先
を
検
討
し

始
め
る
た
め
、
６
月
中
の
求
人

申
し
込
み
が
効
果
的
と
な
り
ま

す
（
求
人
受
付
開
始

：

６
月
22
日

㈪
）。
来
春
の
就
職
希
望
者
の
う

ち
十
日
町
地
域
と
近
隣
の
地
域
へ

の
就
職
希
望
生
徒
は
１
０
０
人
を

超
え
て
い
ま
す
。
若
い
人
材
確
保

の
チ
�
ン
ス
と
捉
え
、
早
期
の
求

人
申
し
込
み
を
お
願
し
ま
す
。

大
学
生
の
皆
さ
ん
へ

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

ハ
ロ
�
ワ
�
ク
へ
登
録
し
て
く

だ
さ
い

新
規
高
卒
者
の
早
期
求
人
申
し

込
み
の
お
願
い

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

お
願
い

十日町地区雇用協議会とは

　地域活性化のため次の活動を

している団体です。

・地域の労働力事情に即応した

雇用の推進

・産業界と行政機関との協力で

新規学卒者を含めた若年者の

地元就職の促進

学
卒
係

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

高校時代、将来を考え福祉関係の進路を選択し、
大学卒業後に入社。西方さんと同期入社で、現在シ
ョートステイを担当。

村山　義章さん（細尾・22歳）

小学生のころから介護士の仕事に興味を持ち、専
門学校卒業後に入社。今年度入社したばかりで、特
別養護老人ホームを担当。

西方　有希さん（上原・21歳）

協力
企業

■社会福祉法人十日町福祉
会（取材地：特別養護老
人ホーム三好園）

・介護保険、高齢福祉、
　障害福祉、保育園事業 
・十日町市水口沢
・従業員数525人   
・☎761-7340
　社会福祉事業を通じて、地域社会の豊かな発展と充
実に貢献します。

求人
あり

地
元
、
十
日
町
市
で
福
祉
の
仕

事
に
就
き
た
か
っ
た

村
山
さ
ん
―
高
校
生
の
と
き
に
福
祉
に

興
味
を
持
ち
、
福
祉
系
の
大
学
に
進
学

し
ま
し
た
。
就
職
し
て
地
元
に
戻
り
ま

し
た
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
十
日
町
は
過

ご
し
や
す
い
し
落
ち
着
き
ま
す
ね
。

西
方
さ
ん
―
小
学
校
の
授
業
で
、
福
祉

施
設
で
体
験
実
習
を
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
人
生
の
先
輩
た
ち
の
話
は

と
て
も
楽
し
く
、
高
校
生
の
と
き
に
は

進
路
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
地
元
で
の

就
職
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
共
通
の
話
題

が
多
い
の
で
会
話
も
弾
み
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
喜
び
こ
そ

が
や
り
が
い

村
山
さ
ん
―
自
分
の
力
で
人
を
支
援
し

て
直
接
「
あ
り
が
と
う
」
と
喜
ん
で
も

ら
え
る
こ
と
が
何
よ
り
励
み
に
な
り

ま
す
。

西
方
さ
ん
―
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
信
頼

関
係
を
築
い
た
と
き
、
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
で
き
た
と
き
に
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
を

村
山
さ
ん
―
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、
た

く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
て
楽

し
い
反
面
、
短
時
間
で
の
対
応
な
の
で

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
が

難
し
い
で
す
。
短
い
期
間
の
利
用
だ
か

ら
こ
そ
次
回
も
気
持
ち
よ
く
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

西
方
さ
ん
―
一
人
ひ
と
り
が
ど
ん
な
ケ

ア
を
受
け
て
い
る
の
か
業
務
を
知
る
こ

と
も
必
要
で
す
が
、
そ
の
人
自
身
を
知

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
今
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

村
山
さ
ん
・
西
方
さ
ん
―
経
験
を
積
み
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
介

護
士
に
な
れ
る
よ
う
、
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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大津 武次さん（魚之田川・67歳）

　昭和52年から平成25年までの長き

にわたり、精神科の看護師として尽力

されたことが評価されました。「非常

に気を使う仕事でしたが、周囲や家族

の協力で成し遂げられました。がんば

ってきてよかったです」と喜びを語り

ました。

瑞
宝
双
光
章

（
看
護
業
務
功
労
）

　寄付活動など長年の活動協力が認められ、日本赤十字社から「金色有

功章」が送られました。社長の田口徳一さんは「困っている人の助けに

なればと思い、少しずつ寄付を続けてきました。このような賞をいただ

いて驚いています」と話しました。

和田 潔さん（中条旭町・77歳）

　「調査される市民など多くの協力が

あっての受章。感謝しています」。昭

和50年から平成22年までの36年間、

国勢調査をはじめとする延べ91回の

各種統計調査に従事した功績が認めら

れました。

瑞
宝
単
光
章

（
統
計
調
査
功
労
）

宮嶋 正一さん（伊達２・73歳）

　平成７年の十日町市議会議員に初当

選以来、通算17年11か月の長きにわ

たり、市議会議員として活躍。在任中

は要職を歴任し、市政進展の尽力が認

められました。「地域の皆さんの応援

のおかげです。多くの人の支えによっ

て受章できたことに感謝します」と話

しました。

旭
日
双
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

樋口 誠さん（土市４・76歳）

　自動車の安全確保と公害防止に尽力

した功績が評価されました。「従業員

の努力、お客様や地域の皆さんのおか

げです。陰で支えてくれた家族を大切

にし、これからの人生を通じて、いた

だいた章に恥じることなく社会にお応

えしていきたい」と話しました。

旭
日
双
光
章

（
自
動
車
整
備
事
業
振
興
功
労
）

　橘小学校全校児童57人が、地域のおじ

いちゃんおばあちゃんを先生に山菜採り

を体験しました。同校としては初めての取

組みです。「毎年、家族みんなで山菜採り

をしている」と話す田中洸朱くん（６年）

も慣れた手つきでぜんまい採りを楽しん

でいました。お昼は採れたての山菜を天ぷ

らにして、春の味覚を味わいました。

　松之山中学校の

生徒が採れたての

山菜を販売に訪れ

ました。同校では、

「山菜採り」を恒例

行事として保護者

や地域の皆さんと

一緒に実施していて、今回は合わせて約70人が

参加。この日収穫した山菜は、学区内の10か所

で販売しました。小野塚ひよりさん（３年生）は

「今年から販売場所が増えて大変だったけど売れ

て良かった」と喜びました。収益金は、生徒会活

動や部活動の運営資金になります。

　s
スタジオ

tudio*H
エチゴ

5による廃

校を活用したワークシ

ョップ。本年度10回

開催されるうちの１回

目です。参加した20

人は、長方形の板を積

み上げ好きな形をつく

る遊び「K
カプラ

APLA」で、

思い思いのものを作っ

て楽しみました。参加

した富井悠莉さん（馬

場２・高校２年生）は、「カプラは楽しく、お昼

に食べた石釜ピザもおいしかったです。もっとた

くさんの人に知ってもらえれば」と話しました。

　10軒 あ ま り の

小 さ な 集 落 に あ

る古民家で、地元

有 志 に よ る 現 代

ア ー ト 展 が 開 か

れました。趣のあ

る 造 り の 家 に ア

ーティストのデイビッド・トラウトリマスさん（カ

ナダ在住）の作品が飾られ、市内外の来訪客がその

空間を楽しみました。家主の井口捨三郎さん（妻有

町・67歳）は「この地域を知ってもらうために開

催しました。今後は、集落の皆さんの気持ちに寄り

添った活用を検討していきたい」と話しました。※

現在展覧会は終了しましたので古民家に入ることはできません

　数え年７歳の男児の健やかな成長を地域を上げ

て祝う伝統行事「七ツ詣り」。13人の男児は所々

に残雪がある山道を汗だくになりながら登ってい

き、最後の鎖場では鉄の鎖を伝いながら境内を目指

しました。この道を一人で登りきることで「一人

前」と認められ

ます。誰の手も

借りずに元気よ

く登っていく姿

に、家族は成長

を感じていまし

た。

やったー 太いぜんまいだ！！

松之山中学校　伝統行事「山菜採り」

上手に積めるかな？？

登って一人前　松
まつ

苧
お

神社七ツ詣り

５月８日㈮：橘小学校周辺

５月25日㈪：松之山支所

５月23日㈯：キャンパス白倉

５月８日㈮：松苧神社（国指定重要文化財・犬伏）

古民家で現代アート展

５月16日㈯～６月７日㈰：天池

市内の企業が表彰を受けました

５月13日㈬：南雲土建(株)（川治下町３）

叙勲おめでとうございます
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催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

大
地
の
芸
術
祭
の
里

こ
へ
び
隊
・
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信

▼
こ
へ
び
隊
に
な
り
た
い
と
思
�

た
理
由

―
も
と
も
と
美
術
館
が
好
き
な
の

で
、
芸
術
の
舞
台
裏
を
体
験
し
て

み
た
く
て
応
募
し
ま
し
た
。

▼
こ
へ
び
隊
の
活
動
を
通
し
て
の
感
想

―
松
代
か
か
し
隊
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

で
雪
の
運
動
会
を
全
て
手
で
作
り
上
げ

て
い
っ
た
作
業
が
思
い
出
深
い
で
す
。

人
々
が
楽
し
そ
う
に
作
品
を
制
作
し
て

い
る
姿
を
見
る
と
、
住
民
と
芸
術
祭
が

つ
な
が
っ
て
い
て
元
気
な
地
域
だ
と
感

じ
ま
す
。

▼
こ
へ
び
隊
の
活
動
の
魅
力
と
は
？

―
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
を
も
っ
た
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
と
の
活
動
で
得
ら
れ
る

学
び
が
魅
力
で
す
。
普
段
の
生
活
で
関

わ
る
こ
と
の
な
い
人
と
の
作
業
は
、
常

に
新
し
い
経
験
と
し
て
糧
に
な
っ
て
い

共
に
作
り
上
げ
る
こ
と

が
や
り
が
い

14

ま
す
。「
共
に
作
り
上
げ
て
い
く
」
感

覚
の
共
有
が
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
田
ん
ぼ
、
山
の
緑
、
自
然
を

感
じ
る
空
気
な
ど
都
会
に
は
な
い
越
後

妻
有
の
ぜ
い
た
く
も
味
わ
え
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
﹁
こ
へ
び
隊
﹂
や
﹁
地
元

サ
ポ
ー
タ
ー
﹂
に
な
る
人
へ
一
言

―
も
っ
と
早
く
こ
へ
び
隊
を
知
っ
て
い

た
ら
⋮
と
、
い
つ
も
思
い
ま
す
。
少
し

で
も
興
味
が
あ
れ
ば
、
一
度
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
す
て
き
な
発
見
と
出

会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
！

新
藤
ひ
か
る
さ
ん
︵
栃
木
県
出
身
・
21
歳
・
津
田
塾
大
学
国
際
関
係
学
科
４
年
︶

■
問
い
合
わ
せ
先

　﹁
大
地
の
芸
術
祭
﹂の
里

　
総
合
案
内
所

　
☎
７
６
１

�

７
７
６
７

新
潟
県
看
護
協
会
支
部
集
会
事
業 

公
開
講
演

「
笑
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

日
6
月
27
日
㈯
午
後
３
時
20
分
～

５
時
※
開
場
３
時

会
ク
ロ
ス
テ
ン

￥
無
料
※
申
し
込
み
不
要

講
江
口
歩
さ
ん
（
新
潟
お
笑
い
集

団
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
代
表
）

問
中
条
病
院
（
☎
７
５
７

｜

３
０

１
８
）

第
45
回 

十
日
町
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

日
６
月
14
日
㈰
午
後
２
時
～
※
開

場
１
時
30
分

会
市
民
会
館

￥
無
料

●
曲
目
＝
セ
ド
ナ
序
曲
・
夢
や
ぶ

れ
て
・「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」

ハ
イ
ラ
イ
ト
ほ
か

問
十
日
町
高
校
吹
奏
楽
部
（
☎
７

５
２

｜

３
５
７
５
）

教
科
書
展
示
会

日
６
月
19
日
㈮
～
７
月
３
日
㈮
午

前
9
時
～
午
後
７
時

休
6
月
22
日
㈪

会
情
報
館

内
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
で
主

に
現
在
使
わ
れ
て
い
る
教
科

書
、
28
年
度
用
の
中
学
校
教
科

書
問
市
教
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
６

｜

５
０
１
１
）

初
心
者
石
彫
教
室

　
２
～
３
日
で
誰
で
も
彫
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

日
6
月
20
日
㈯
～
28
日
㈰
午
前
9

時
～
午
後
6
時
※
時
間
内
は
い

つ
で
も
参
加
可

会
結
い
の
里
（
南
雲
）

￥
2
千
円
※
材
料
費
ほ
か

対
高
校
生
以
上

他
6
月
17
日
㈬
午
後
7
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
説
明
会
あ
り

〆
6
月
16
日
㈫

申
・
問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７

｜

８
９
１
８
、
Ｆ
７
５
７

｜

５

０
１
０
）、
小
林
（
☎
０
８
０

｜
１
０
９
６

｜

０
３
９
５
）

新
潟
キ
ル
ト
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
５
ツ
ア
ー

　
県
内
最
大
級
の
キ
ル
ト
展
を
見

学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
６
月
25
日
㈭
午
前
８
時
出
発
※

７
時
50
分
キ
ナ
ー
レ
前
集
合

会
朱
鷺
メ
ッ
セ
（
新
潟
市
）

￥
５
８
０
０
円
※
交
通
費
・
入
場

料
（
昼
食
代
は
含
ま
ず
）

定
25
人

〆
６
月
19
日
㈮

申
共
立
観
光
㈱
十
日
町
支
店 

（
☎

７
５
２

｜

４
１
２
８
）

問
き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展
実
行

委
員
会(

市
観
光
協
会
内
☎
７

５
７

｜

３
３
４
５)

第
17
回

ほ
く
ほ
く
線
沿
線　

大
正
琴
演
奏
会

　
中
之
島
流
・
木
村
流
・
琴
伝
流
・

久
木
崎
流
が
流
派
を
超
え
て
演
奏

し
ま
す
。

日
６
月
27
日
㈯
午
前
10
時
～

会
市
民
会
館

問
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
大
正
琴
を
楽

し
む
会
事
務
局
（
北
越
急
行
㈱

営
業
企
画
課
内
☎
７
５
０

｜

１

２
５
１
）

白
倉
手
作
り
笹
団
子
教
室

　
新
潟
の
味
覚
、
笹
団
子
を
手
作

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
6
月
28
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時

会
キ
�
ン
パ
ス
白
倉
（
旧
白
倉
小

学
校
）

￥
２
千
円

定
先
着
20
人

講
江
口
克
子
さ
ん

　小・中学生のラフティング

ツアーを通常料金の半額で体

験できます。信濃川の川下り

はワクワクも感動もいっぱ

い！この機会にぜひ体験して

ください。

日６月１日㈪～10月31日㈯※木曜日を除く

対小・中学生※市内外不問

￥小学生3,000円（通常6,000円）、中学生4,000円（通常

8,000円）※体験道具のレンタル料、保険料を含む

〆体験希望日の１週間前まで

申・問希望日・午前・午後の希望・代表者名・人数（大人、

小・中学生各人）・電話連絡先をミオンなかさと（☎763-

4811）

市制施行10周年記念事業で支援
信濃川ラフティング体験

近
藤
　
愛
己
さ
ん

（
21
歳
・
川
治
・
滋
賀
県
出
身
）

　農業のインターン制度を利
用して十日町市を訪れたこと
がきっかけで移住しました。

1小白倉集落の風景  深緑の中に映える真っ赤な
屋根と農作業をする人の姿を見ると、なんだか楽
しくなり、元気になれます。
2山のおやつ「あけび」 十日町市に来るまで知
りませんでした。食べ過ぎでお腹を壊したくらい
大好きです。
3国道403号（川西～松代）  春、雪が消えて通
れるようになると渋海川の音とウグイスの鳴き声
が聞えてきて、春の喜びと、十日町市に来てよか
ったと、しみじみ思える場所です。
4集落の人  なんと満96歳。「高齢者」という言葉
が必要ないと思うほど、若い皆さんの笑顔と農作

業をするの姿は、格好良くきらきらして見えます。
56大白倉のバイトウ 一年をかけて準備をし、
集落の思いがたくさん詰まった燃え盛る炎の姿は
圧巻で、集落のお父さんの格好良い男泣きに私も
涙がでました。
7はざかけ  正確に投げる技と梯子のバランスと
りは、さすがです。丹精込められたお米は最高に
美味しく、幸せな気持ちになります。 
8山菜と日本酒 　米どころ十日町市の日本酒と
山菜。この組み合わせが大好きです。
9稲刈りとカエル  始めは苦手だったカエル。今
では可愛く見え、農作業の合間につい捕まえてし

まいます。
10まむしGet（ゲット） 集落の作業のお手伝い
の途中、満面の笑みを浮かべる集落のお父さんが
山からおりてきました。 
11松代冬の陣 十日町市に来た１年目は観戦。２
年目はスタッフに。３年面の来年こそは参加しま
す。
12知恵 いろいろな知恵と道具が自然にあふれて
いて、毎日が勉強になります。

1

5 6

10

3

8

12

2

7

11

4

9

Finder
ファインダー

移住者が撮るとおかまち新
コ
ー
ナ
ー



催
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催
し
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申
・
問s

ス
タ
ジ
オ

tu
d
io

-H

エ
チ
ゴ

5

・
韮
澤
（
☎

０
９
０

｜

１
０
５
４

｜

４
４
９

８
）

蘭ら
ん
ね
ん燃　

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

歌
に
願
い
を
こ
め
て

　
本
に
囲
ま
れ
た
大
空
間
に
、
蘭

燃
さ
ん
の
歌
声
が
響
き
ま
す
。
い

つ
も
と
違
う
情
報
館
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
７
月
４
日
㈯
午
後
７
時
15
分
～

８
時
45
分

￥
５
０
０
円
※
中
学
生
以
下
無
料

定
先
着
２
０
０
人
※
申
し
込
み
不

要
会
・
問
情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５

１
０
０
）

第
27
回 

十
日
町
市
民
音
楽
祭

日
７
月
５
日
㈰
午
後
０
時
30
分
～

※
開
場
正
午

会
市
民
会
館

￥
５
０
０
円
※
中
学
生
以
下
無
料

●
出
演
＝
雪
の
華
、
和
―
Ｓ
Ａ
Ｂ

Ｉ
、
双
葉
会
ほ
か
※
全
18
団
体

問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７

｜

８

９
１
８
）

「
ほ
く
ほ
く
探
検
隊
」
参
加
者
募
集

親
子
で
ほ
く
ほ
く
線
を
ま

る
ご
と
探
検
し
よ
う
！

日
７
月
11
日
㈯
午
前
８
時
40
分
～

午
後
３
時
45
分

●
集
合
場
所
＝
ほ
く
ほ
く
線
の
し

ん
ざ
駅
・
十
日
町
駅
・
ま
つ
だ

い
駅
の
い
ず
れ
か

対
市
内
・
津
南
町
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

￥
２
１
７
０
円
、
小
学
生
１
４
４

０
円
※
昼
食
付
き

〆
６
月
26
日
㈮
※
消
印
有
効

他
申
込
者
に
は
後
日
案
内
郵
送
。

７
月
６
日
㈪
に
な
っ
て
も
案
内

が
届
か
な
い
と
き
は
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す

申
・
問
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
す

る
チ
ラ
シ
内
の
申
込
書
を
郵

送
・
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ

か
で
、
〒
９
４
８

｜

０
０
３
７

妻
有
町
西
２

｜

１
十
日
町
地
域

振
興
局
企
画
振
興
部
（
☎
７
５

７

｜

５
５
１
７
、
Ｆ
７
５
２

｜

５
６
０
４
）

参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

越
後
つ
ま
り
１
０
０
㎞
徒
歩
の
旅

　
４
泊
５
日
で
１
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
歩
く
小
学
生
と
、
そ
の
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。

日
８
月
７
日
㈮
～
11
日
㈫

会
市
内
・
津
南
町

【
参
加
者
募
集
】

対
小
学
校
４
～
６
年
生

￥
２
万
３
千
円

〆
６
月
30
日
㈫

他

詳

細

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（h
ttp

://e
c
h
i1

0
0
k
m

.m
a
in

.

jp
/

）

【
ス
タ
�
フ
募
集
】

内
歩
く
サ
ポ
ー
ト
（
同
行
）、
生

活
支
援
全
般
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修

対
社
会
人
で
健
康
な
人

￥
一
日
千
円
※
食
費
・
保
険
料

〆
７
月
20
日
（
海
の
日
）

他
複
数
日
、
一
日
だ
け
で
も
可

〈
共
通
〉

申
・
問
越
後
つ
ま
り
１
０
０
㎞
徒

歩
の
旅
実
行
委
員
会
・
上
村（
☎

０
９
０

｜

３
３
１
２

｜

０
４
０

３
）

受
講
生
募
集

Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
中
級
コ
ー
ス
①

日
７
月
18
日
㈯
・
７
月
25
日
㈯
午

前
９
時
～
午
後
４
時

対
Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
本
的
な
知

識
の
あ
る
人

￥
２
４
０
０
円

定
10
人
※
申
し
込
み
多
数
時
は
抽

選
内
図
面
・
図
形
の
色
付
け
、
写
真

の
挿
入
、
特
殊
文
字
の
入
力
、

２
・
５
Ｄ
の
特
徴
　
　

〆
７
月
３
日
㈮
　
　

会
・
申
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
☎
０
２
５

｜

５
４
５

｜

２
１
９
０
）

平
成
27
年
度

国
家
公
務
員
税
務
職
員
募

集
︵
高
卒
程
度
︶

　「
税
の
ス
ペ
シ
�
リ
ス
ト
」
と

し
て
勤
務
す
る
税
務
職
員
の
募
集

で
す
。

●
受
験
資
格
＝
高
校
卒
業
見
込
み

の
人
ま
た
は
高
校
卒
業
後
３
年

を
経
過
し
て
い
な
い
人

●
申
込
期
間
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト

：

６
月
22
日
㈪
～
７
月
１
日

㈬
（h

ttp
:/

/
w

w
w

.jin
ji-

s
h

ik
e

n
.g

o
.jp

/
ju

k
e

n
.

h
tm

l

）
、
郵
送

：

６
月
22
日

㈪
～
24
日
㈬
※
当
日
消
印
有
効

●
試
験
日
＝
１
次
試
験

：

９
月
６

日
㈰
、
２
次
試
験

：

１
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

：

人
事
院
人
材
局
試
験
課
（
☎
０

３

｜

３
５
８
１

｜

５
３
１
１
）、

そ
の
他

：

関
東
信
越
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
係
（
☎
０
４
８

｜

６
０
０

｜

３
１
１
１
）

参
加
者
募
集

ワ
ー
ク
ト
ラ
イ
ア
ル

　
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
体
験
で
き

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.te

ch
n
o
.a

c.jp
/

）
で
体
験

メ
ニ
ュ
ー
№
と
希
望
日
を
確
認
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
６
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮

対
就
職
先
や
進
路
に
迷
っ
て
い
る

人
￥
無
料

定
先
着
順
※
内
容
で
異
な
り
ま
す

〆
6
月
17
日
㈬
午
後
4
時

会
・
申
・
問
新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
新
潟
市
・
☎
０
２
５

｜

２

４
７

｜

７
３
６
１
）

　市制施行10周年を記念して市民憲章をつ

くります。そこに加えたい「ことば」募集し

ます。市民憲章を通じて、市民の一体感をつ

くり、より良いまちづくりにつなげます。

対市内在住の人

他応募者の中から抽選で10人に記念品贈呈

〆６月30日㈫必着

●応募方法・問市民憲章に入れたいことば・

住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記

の上、郵送・ファックス・持参のいずれ

かで〒948-8501企画政策課「市民憲章キ

ーワード募集」係（☎757-3693、Ｆ752-

4635）※応募用紙の様式は任意

［市民憲章とは］

　まちづくりの目標や市民のあるべき理想像

を、わかりやすい言葉で表したものです。市

では次の４つの考えのもと、策定します。

・市民の思いや意見を取り入れて策定する

・詩歌として格調高く、品格があり、唱和し

やすいものとする

・十日町市らしさを織り込む

・まちづくり基本条例の理念にかなったもの

とする

とおかまちの未来へのメッセージづくり
市民憲章にふさわしい「ことば」を募集します

参加して、とおかまちの10周年を感じませんか

　「選ばれて住み継がれるまち」として未来を

担う子どもたちにつなげるべく、どのように考

え行動を起こすか講演を通じて考えましょう。

日７月９日㈭午後７時～９時

会情報館

講樋渡啓祐さん（元佐賀県武雄市長）

問（公社）十日町青年会議所・事務局

　（☎757-5111）

樋渡啓祐さん講演会
個性を活かすアイデアと行動力
～地域の未来を考える～

　美人林や近隣の古民家を改装した「写真の家」

で写真展を開催します。

日７月４日㈯～ 11月８日㈰

会美人林・写真の家（下川手）

￥無料

問写真の村「美人林」・田辺（☎596-2177）

わしらも芸術祭

　詳しくは15ページで紹介しています。

日６月29日㈪午後６時～７時30分

問健康づくり推進課地域医療推進係

　（☎757-3187）

アンチエイジング講習会

　日本一の大河・信濃川で思いっきり遊べるイ

ベントです。特別価格でラフティングツアーや

カヌー体験などアウトドアを一日楽しめるほ

か、ダッチオーブンでの料理教室も開催します。

日７月４日㈯・５日㈰午前10時～午後３時

会ミオンなかさと裏の河川敷（宮中）

内／￥ラフティング／ 3,000円

　　　カヌーなどの体験／ 1,000円

問十日町カヌー倶楽部事務局・西野（☎080-

3400-0355、電子メール weloveshinanogawa@

gmail.com）

信濃川アウトドアフェスティバル2015
～信濃川川開き2015～

市政施行10周年を盛り上げるイベントが開催されます。



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

24市報とおかまち　平成27年６月10日号

お知らせ・ガイド申込み ＦＡＸ締め切り 問合せその他講師

内容休館日日時 定員会場 対象者 料金 持ち物日 休 会 対 ￥ 定 内 持
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市報とおかまち　平成27年６月10日号25

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

国
保
診
療
所
の
診
療
日
・

受
付
時
間
が
変
わ
り
ま
す

【
国
保
松
之
山
診
療
所
】

　
６
月
か
ら
、
火
曜
日
と
木
曜
日

の
午
後
は
休
診
し
ま
す
。

●
受
付
時
間
＝
〈
午
前
〉
月
～
金

曜
日
午
前
8
時
30
分
～
11
時
30

分
、〈
午
後
〉
月
・
水
・
金
曜

日
午
後
1
時
～
4
時
30
分

問
国
保
松
之
山
診
療
所
（
☎
５
９

６

｜

２
２
４
０
）

【
国
保
倉
俣
診
療
所
】

　
６
月
か
ら
、
火
曜
日
と
木
曜
日

の
午
後
に
診
療
を
再
開
し
ま
す
。

●
受
付
時
間
＝〈
午
前
〉休
診
、〈
午

後
〉
火
・
木
曜
日
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分

問
国
保
倉
俣
診
療
所
（
☎
７
６
３

｜

２
１
４
７
）
※
診
療
受
付
時

間
内
の
み
。
そ
れ
以
外
は
国
保

松
之
山
診
療
所
へ

若
年
認
知
症
家
族
会
交
流
会

　
認
知
症
の
介
護
体
験
談
を
聞

き
、
日
頃
の
悩
み
を
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

日
6
月
27
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

会
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
対
概
ね
40
～
65
歳
の
脳
に
病
気
の

あ
る
人
の
介
護
者

定
20
人

内
講
話
「
介
護
体
験
談
～
認
知
症

の
夫
を
介
護
し
て
～
」、
茶
話

会
講
田
村
志
津
子
さ
ん

他
必
要
な
人
は
送
迎
し
ま
す

〆
6
月
23
日
㈫

申
・
問
福
祉
課
お
と
し
よ
り
相
談

係
（
☎
７
５
７

｜

９
７
５
８
）

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
高
齢
者
施
設
に
出
向
い
て
、
高

齢
者
の
話
相
手
に
な
る
「
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
養
成
す
る
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
７
月
４
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

定
20
人

講
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
い
ご
の
会

〆
６
月
24
日
㈬

会
・
申
・
問
十
日
町
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
部
（
☎
７
５
７

｜

２

４
０
０)

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
7
月
9
日
㈭
・
10
日
㈮
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
※
10

日
は
正
午
ま
で

会
ク
ロ
ス
テ
ン

対
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人

￥
３
５
０
０
円

定
先
着
１
０
０
人

〆
6
月
30
日
㈫

申
・
問
申
込
書
（
問
合
わ
せ
先
ま

た
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
に
写
真

1
枚
を
添
え
て
、
各
分
署
ま
た

は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防

課
（
☎
７
５
７

｜

１
５
５
７
）

在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
自
宅
に
訪
問
し
て
歯
科
治
療
を

行
う
歯
科
医
院
の
紹
介
や
、
歯
が

痛
い
・
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
な
ど

で
困
っ
て
い
る
人
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
通
院
が
困
難
な
高
齢
者
や

要
介
護
者
の
家
族
、
医
療
機
関
・

施
設
関
係
者
は
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

●
相
談
＝
で
き
る
だ
け
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
Ｆ
７
６
２

｜

４
２
７
７
）
ま

た
は
メ
ー
ル
（sik

a
re

n
k
e
i@

a
b
.a

u
o
n
e
-n

e
t.jp

）
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
（
返
信
は
翌
日

以
降
）
※
問
合
せ
先
に
電
話
相

談
も
可

問
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師

会
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
（
☎

７
６
２

｜

４
３
８
５
※
受
付

：

平
日
午
前
９
時
～
正
午
）

十
日
町
病
院
休
診
の
お
知
ら
せ

　
次
の
と
お
り
休
診
し
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
耳
鼻
咽
喉
科
】

日
7
月
31
日
㈮

【
整
形
外
科
】
※
新
患
の
み
休
診

日
6
月
17
日
㈬
・
8
月
3
日
㈪
・

5
日
㈬

問
十
日
町
病
院
経
営
課
（
☎
７
５

７

｜

５
５
６
６
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
事
業

共
感
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

日
６
月
19
日
㈮

会
千
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
共
感
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
】

●
テ
ー
マ
＝
イ
ヤ
イ
ヤ
期
か
ら
始

め
る
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
術

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

￥
千
円
※
託
児
５
０
０
円

【
ラ
ン
チ
会
】

　
講
師
の
ギ
タ
ー
ラ
イ
ブ
付
き
で

す
。
※
子
ど
も
の
昼
食
は
持
参

●
時
間
＝
正
午
～

￥
無
料

【
か
て
き
ょ
体
験
】

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～

対
０
〜
２
歳
６
か
月
程
度
の
子
ど

も
と
保
護
者

￥
３
５
０
０
円
※
セ
ミ
ナ
ー
参
加

者
は
２
５
０
０
円

内
家
庭
教
師
ス
タ
イ
ル
の
知
育
講

座
を
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
で
体

験

〈
共
通
〉

講
広
瀬
つ
み
き
さ
ん
（
子
育
て
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
・
問
参
加
し
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

託
児
の
有
無
を
ま
る
っ
と
り
ん

く
・
春
日
（
☎
０
９
０

｜

４
９

３
９

｜

７
９
６
７
）、
ま
た
は

は
あ
と
ふ
る
・
長
野
（
十
日
町

市
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７
６

８

｜

３
３
４
３
）

発
達
支
援
講
演
会

「
大
好
き
は
魔
法
の
こ
と
ば
」

　
子
ど
も
の
個
性
や
長
所
の
引
き

出
し
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
７
月
11
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

※
受
付
午
後
１
時
30
分
～

会
十
日
町
小
学
校
・
ふ
れ
あ
い
の

丘
支
援
学
校

￥
無
料

定
先
着
１
０
０
人

講
山
元
加
津
子
さ
ん
（
元
石
川
県

特
別
支
援
学
校
教
諭
）

他
子
ど
も
同
伴
可
※
プ
レ
ー
ス
ペ

ー
ス
あ
り
（
要
申
し
込
み
）

〆
６
月
30
日
㈫

申
ふ
れ
あ
い
の
丘
支
援
学
校
（
☎

７
５
２

｜

７
４
７
１
）

問
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ひ
さ
ま

（
☎
７
５
２

｜

７
２
７
０
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
子
育
て
応
援
団
募

集
＆
講
習
会

　「
子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い

人
（
保
護
者
）」
と
「
子
育
て
を

応
援
し
た
い
人
（
応
援
団
）」
が

登
録
し
、
保
育
園
の
送
迎
や
保
護

者
の
急
用
時
の
子
ど
も
の
預
か
り

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を

応
援
し
ま
す
。
子
育
て
応
援
団
に

な
る
た
め
の
講
習
会
を
開
き
ま

す
。

日
6
月
23
日
㈫
・
26
日
㈮
・
30
日

㈫
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
～

正
午
※
3
日
間
の
受
講
必
須

会
市
役
所
本
庁

対
市
民

￥
無
料

内
乳
幼
児
普
通
救
命
講
習
、
小
児

看
護
の
基
礎
知
識
、
乳
幼
児
の

体
の
発
育
と
発
達
、
保
育
の
心

と
子
ど
も
の
遊
び
、
子
ど
も
の

栄
養
と
食
生
活

〆
６
月
19
日
㈮
※
応
募
多
数
の
と

き
は
期
日
前
に
締
め
切
り
ま
す

申
・
問
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
く
る
る
内
☎
７
５
７

｜

１

０
０
８
）

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
強
化
週
間
」

　
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

が
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相

談
を
電
話
で
受
け
ま
す
。

日
６
月
22
日
㈪
～
28
日
㈰
午
前
８

時
30
分
～
午
後
７
時
※
27
日
・

28
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

申
☎
０
１
２
０

｜

０
０
７

｜

１
１

０
（
全
国
共
通
）
※
Ｉ
Ｐ
電
話

か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん

問
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２

｜

２
５
７
５
）

参
加
者
募
集

ボ
ー
ル
ガ
ー
ル
・
エ
ス
コ
ー

ト
キ
ッ
ズ
、
サ
ッ
カ
ー
教
室

　
詳
細
は
、
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

to
k
a
m

a
ch

i-so
cce

r.co
m

）

で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
７
月
12
日
㈰

●
募
集
内
容
＝
な
で
し
こ
リ
ー
グ

「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ

ィ
ー
ス
対
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ

ィ
ー
ス
」
の
試
合
時
の
ボ
ー
ル

ガ
ー
ル
・
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
、

試
合
前
に
行
わ
れ
る
サ
ッ
カ
ー

教
室
の
参
加
者

他
当
日
開
催
の
試
合
の
チ
ケ
ッ
ト

は
市
総
合
体
育
館
で
も
販
売

問
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局
（
㈲

若
山
総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス
内
☎

７
５
０

｜

５
５
３
５
※
受
付

：

平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

｜

５
０
１
３
）

小
松
原
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　
自
然
観
察
指
導
員
同
行
で
自
然

や
季
節
を
感
じ
な
が
ら
歩
き
ま

す
。

日
7
月
5
日
㈰
午
前
7
時
～
午
後

５
時
15
分
（
予
定
）

会
小
松
原
湿
原
※
集
合
・
解
散

：

ミ
オ
ン
な
か
さ
と
前

対
６
時
間
30
分
程
度
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
が
で
き
る
体
力
の
あ
る
人

￥
３
千
円
※
ガ
イ
ド
料
、保
険
料
、

ミ
オ
ン
・
ゆ
く
ら
共
有
入
浴
券

含
む

定
30
人
※
最
少
催
行
人
数
11
人

持
飲
み
物
、
昼
食
、
長
靴
ま
た
は

防
水
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー

ズ
、
帽
子
、
体
温
調
節
用
の
上

着
（
防
寒
対
策
）、ゴ
ミ
袋
（
持

ち
帰
り
用
）、
雨
具
な
ど

他
天
候
、
現
地
状
況
に
よ
り
中
止

す
る
こ
と
あ
り

〆
6
月
29
日
㈪

申
・
問
申
込
書
（
中
里
庁
舎
な
ど

に
配
置
）
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
持
参
で
（
一
社
）
観
光

協
会
中
里
事
務
所
（
☎
７
６
３

｜

３
１
６
８
・
Ｆ
７
６
３

｜

２

０
４
４
）

小
松
原
湿
原
清
掃
登
山

日
６
月
28
日
㈰
午
前
6
時
30
分
※

中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
前
集
合

￥
千
円
※
交
通
費
・
保
険
料
な
ど

定
30
人

持
箸
・
お
椀
※
昼
食
に
豚
汁
あ
り

〆
6
月
17
日
㈬
午
後
4
時

申
・
問
清
津
山
の
会
・
鈴
木
（
☎

７
６
３

｜

３
９
９
６
）

６
月
は
全
国
安
全
週
間
の

準
備
期
間

　
７
月
１
日
㈬
～
7
日
㈫
は
全
国

安
全
週
間
で
す
。
産
業
界
の
自
主

的
な
労
働
災
害
防
止
活
動
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般
の
安

全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定

着
を
図
り
ま
す
。「
危
険
を
見
つ

け
て
み
ん
な
で
改
善
　
意
識
を
高

め
て
安
全
職
場
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
に
積
極
的
に
活
動
し
ま
す
。

6
月
は
そ
の
準
備
期
間
で
す
。
安

全
活
動
推
進
へ
の
取
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
産
業
政
策
課
商
工
振
興
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
３
９
）

十
日
町
・
川
西
・
松
代
地
域
の
皆
さ
ん
へ

ご
み
焼
却
場
へ
の
持
ち
込

み
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
７
月
１
日
か
ら
、
市
エ
コ
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）

へ
自
己
搬
入
す
る
ご
み
（
可
燃
ご



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

お得な商品券を利用して、まちを元気に
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お知らせ・ガイド申込み ＦＡＸ締め切り 問合せその他講師

内容休館日日時 定員会場 対象者 料金 持ち物日 休 会 対 ￥ 定 内 持
講 他 〆 申 問 Ｆ

市報とおかまち　平成27年６月10日号27

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

み
お
よ
び
不
燃
ご
み
）
を
市
の
指

定
ご
み
袋
に
入
れ
て
持
ち
込
ん
だ

と
き
も
手
数
料
を
徴
収
し
、
袋
は

返
却
は
し
ま
せ
ん
。
持
ち
込
む
と

き
は
、
中
身
の
見
え
る
透
明
ま
た

は
半
透
明
の
袋
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
市
の
指
定
ご
み
袋
は
、
持

ち
込
み
時
は
使
用
せ
ず
に
、
ご
み

集
積
庫
に
ご
み
を
出
す
際
に
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

￥
３
５
０
円
（
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま

で
）
※
処
理
手
数
料
と
し
て

問
環
境
衛
生
課
衛
生
業
務
係
（
☎

７
５
２
―
３
９
２
４
）

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の

土
砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊

い
命
や
貴
重
な
財
産
を
奪
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
①
土
地
に
亀
裂
が
生

じ
た
と
き
②
大
雨
の
と
き
や
雨
が

長
く
降
り
続
く
と
き
③
川
の
水
・

井
戸
水
・
湧
き
水
の
量
が
変
化
し

た
り
濁
り
だ
し
た
り
し
た
と
き
な

ど
は
非
常
に
危
険
で
す
。｢

危
な

い
な｣

と
思
っ
た
ら
避
難
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
県
や
新
潟
地
方

気
象
台
発
表
の
土
木
災
害
警
戒
情

報
も
避
難
行
動
の
目
安
と
し
ま
し

ょ
う
。
日
頃
か
ら
天
候
情
報
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
家
の
近
く
の

山
・
崖
・
川
を
よ
く
点
検
し
、
異

常
な
箇
所
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
・
問
建
設
課
維
持
係（
☎

７
５
７
―
９
９
３
２
）
ま
た
は

松
代
支
所
農
林
建
設
課
、川
西
・

中
里
・
松
之
山
支
所
地
域
振
興

課経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
期

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
市
報
５
月
25
日
号
で
、
次
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

・
12
ペ
ー
ジ
「
今
読
み
た
い
、
ま

た
読
み
た
い
日
本
の
名
作
」
で

講
師
の
庭
野
三
省
さ
ん
の
肩
書

き
が
（
市
教
育
委
員
長
）
と
あ

り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
︵
市

教
育
委
員
︶
で
し
た
。

・
12
ペ
ー
ジ
「
十
日
町
産
業
文
化

発
信
館
い
こ
て
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
﹃
花
ま
る
シ
�
﹄」

と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
「
十
日
町
産
業
文
化
発
信
館

い
こ
て
オ
�
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
」、
開
催
日
時
は
6
月
14
日

㈰
午
前
10
時
�
午
後
３
時
で
し

た
。

　市内の中小小売業などで使える商

品券を販売します。プレミアム率

20％のお得な商品券です。

●販売期間＝７月１日㈬～ 11月30

日㈪

￥１冊１万円（１万２千円分）

他販売方法や加盟店の詳細は、市報

６月25日号にチラシを折り込み

ます※大地芸術祭限定プレミアム

商品券の販売もあります

問産業政策課（☎757-3139）

プレミアム商品券を
販売します

　 子 育 て 世 帯 の 応 援 と し て

「MEGO3応援券」を配布します。

●期間＝７月１日㈬～８月31日㈪

対18歳以下（４月１日時点）の子

どもが３人以上いる世帯

内１世帯につき１万２千円分

他対象者には６月下旬にお知らせ文

書を発送します

問子育て支援課（☎757-3719）

子育て応援券
「MEGO3応援券」を配布します

限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

内
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て 

生
産
販
売
を
し
た
農
家
に
支
払

う
交
付
金
、
そ
ば
や
飼
料
用
米

を
生
産
販
売
し
た
と
き
に
支
払

う
交
付
金
な
ど

●
申
請
期
限
＝
６
月
30
日
㈫

問
農
業
振
興
事
務
支
援
セ
ン
タ

ー
（
Ｊ
Ａ
十
日
町
営
農
生
活
セ

ン
タ
ー
内
☎
７
６
１

｜

７
１
４

４
）

休
日
労
働
相
談
会

　
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
事
の
相
談
を
労
働
基
準
監
督
署

職
員
・
社
会
保
険
労
務
士
・
労
働

相
談
所
職
員
が
受
け
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
６
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
午
後
１

時
～
４
時

￥
無
料

会
・
問
新
潟
県
長
岡
労
働
相
談

所
（
長
岡
市
・
☎
０
２
５
８
―

37
―
６
１
１
０
※
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
）

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手

続
き
は
お
早
め
に

　
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人
は

早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〆
７
月
10
日
㈮

問
労
働
基
準
監
督
所
（
☎
７
５
７

―
２
０
４
７
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
☎
７
５
２
―
２
０
７
９
）、

新
潟
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
課
（
☎
０
２
５
―
２
８
８

―
３
５
０
２
）

ネ
パ
ー
ル
で
の
地
震
の
被

災
者
救
援
の
た
め
の
募
金

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●
募
集
期
間
＝
7
月
31
日
㈮
ま
で

●
払
込
先

①
口
座
名

：

ネ
パ
ー
ル
地
震
被
災

者
救
援
募
金
　
代
表
・
佐さ

く

ま

久
間

豊ゆ
た
か

②
口
座
情
報

：

・【
第
四
銀
行
】
県
庁
支
店
／
普

通
　
1
3
0
3
8
3
4

・【
北
越
銀
行
】
県
庁
支
店
／
普

通
　
2
0
1
4
5
1
7

・【
大
光
銀
行
】
新
潟
支
店
／
普

通
　
3
5
0
8
8
6
2

・【
新
潟
信
用
金
庫
】
出
来
島
支

店
／
普
通
　
1
0
3
9
0
5
5

他
振
込
手
数
料
は
、
同
一
銀
行
の

本
・
支
店
窓
口
か
ら
振
り
込
む

と
き
、
ま
た
は
県
内
の
信
用
金

庫
窓
口
か
ら
振
り
込
む
と
き
は

無
料

問
県
知
事
政
策
局
国
際
課
（
☎
０

２
５
―
２
８
０
―
５
０
９
８
）

出
張
無
料
相
談
会

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
の
た
め
の
出
張
相
談
と
気
軽

に
話
せ
る
し
�
べ
り
場
で
す
。

日
６
月
26
日
㈮
〈
相
談
〉
午
後
１

時
～
３
時
（
要
予
約
）、〈
し
�

べ
り
場
〉
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

対
15
～
39
歳
ま
で
の
無
職
の
若
者

や
そ
の
保
護
者

申
・
問
三
条
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
２
５
６

｜

32

｜

３
３
７
４
）

　市内で生産された農林水産物や、その加工品の販路開拓など６次

産業に取り組む農林漁業者や食品製造業者などを支援します。

①新商品開発等支援事業

●対象事業＝市内で生産された農林水産物を

活用した新商品を開発する取組み

●対象経費＝原材料費・機械設備購入・レン

タル・リース費など

●補助金額＝上限150万円（補助率２分の１）

　※機械設備購入費は３分の１

②販売力強化支援事業

●対象事業＝新たなパッケージデザイン制作

やホームページ制作などの取組み

●対象経費＝デザイン料、ホームページ制作

委託費など

●補助金額＝上限30万円（補助率２分の１）

③販路開拓支援事業

●対象事業＝商談会や物産展などへの参加、

PRイベントの開催

●対象経費＝交通費・宿泊費・出展料など

●補助金額＝上限50万円（補助率２分の１）

　※海外に行くときは上限100万円

〆②・③：随時受付、①：７月３日㈮

　申請様式は市ホームページよりダウンロード

してください。事業内容の詳細は問い合わせて

ください。

申・問農林課農業企画係（☎757-3120）

　市報５月25日号２ペ

ージでお知らせした「美

輪明宏講演会」の参加費

は無料です。申し込みは、

必要事項を記入した往復

はがきを郵送してくださ

い。応募多数のときは、

市内在住の人を優先して

抽選の上、入場券を送付

します。※申し込みは１

人１通まで

問生涯学習課（☎757-

8918）

問企画政策課広報広聴係（☎757-3112）

　平成27年全国広報コンクール（主催：

日本広報協会）の広報紙（市部）で、平

成26年12月10日号が「入選」を受賞し

ました。今後とも十日町市の魅力を伝え

る市報づくりに取り組みます。ご協力を

お願いします。

市報とおかまちが
全国広報コンクールで２年連続

入賞しました

６次産業等支援事業補助金を活用しませんか

美輪明宏講演会
追加情報



Serialization corner 連載コーナー連載コーナー Serialization corner

　昨年６月には、花とみどりのプ
ロジェクト（主催：NPO法人に
ぎわい）でフラメンコを披露。子
どもたちが華麗な舞でまちなかを
彩りました。

　スタジオ（土市３）では、個人・グ
ループ別に週５日レッスンを実施。初
心者クラスは、毎週水曜日午後１時
30分・木曜日午後７時から。見学・
体験は随時受け付けています。

　日頃の練習成果を披露する発表会は、市民会館でこれまで５回実施。メンバ
ーの群舞やソロのほか、東京からプロのダンサーやギタリストを招き、華やか
で情熱溢れる舞台を展開しました。
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活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

�

７
４
４
４

市民活動ネットワークひとサポが、

旬な人・団体を紹介します。

連載コーナー

87

器
械
体
操
で
国
体
に
出
場
し
た
こ
と

も
あ
る
入
澤
さ
ん
は
、
培
っ
た
体
力
を

維
持
し
な
が
ら
長
く
続
け
ら
れ
る
も
の

を
模
索
す
る
な
か
、
フ
ラ
メ
ン
コ
に
出

会
い
ま
し
た
。
プ
ロ
の
指
導
の
下
、
踊

り
に
磨
き
を
か
け
、
内
に
秘
め
た
気
持

ち
を
全
身
で
解
放
す
る
踊
り
が
「
心
身

の
健
康
に
よ
く
、
何
よ
り
楽
し
い
」
と

言
い
ま
す
。

ソ
イ
・
ヒ
タ
ー
ナ
は
、
強
く
た
く
ま

し
く
し
な
や
か
な
人
生
を
楽
し
み
、
心

身
の
健
康
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
教
室
以
外
に
も
福
祉
施
設
や

各
種
団
体
・
チ
�
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
市
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

年
４
～
５
回
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
。
観
客

が
４
０
０
人
を
超
え
る
公
演
も
あ
り
、

多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

「
今
後
は
仲
間
を
増
や
し
、
本
場
ス

ペ
イ
ン
で
盛
ん
な
タ
ブ
ラ
オ
（
シ
ョ
ー

が
楽
し
め
る
に
ぎ
わ
い
空
間
）な
ど
で
、

よ
り
多
く
の
人
に
感
動
を
届
け
た
い
」。

た
ぎ
る
情
熱
に
輝
く
瞳
は
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

慣
れ
し
故
郷
で
夢
に
楽
土
求
め
た
り

フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
「
ソ
イ
・
ヒ
タ
ー
ナ
」　

　
フ
ラ
メ
ン
コ
の
歌
・
ギ
タ
ー
・
踊
り
�
三
位
一
体
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
感
情

表
現
と
リ
ズ
ム
�
パ
ワ
ー
に
魅
了
さ
れ
た
入
澤
百
合
子
さ
ん
（
山
野
田
・
72
歳
）�
７

年
前
�
知
人
の
依
頼
を
き
�
か
け
に
教
室
を
開
設
し
ま
し
た
�
現
在
は
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
ス
タ
ジ
オ
で
�
小
学
生
か
ら
70
代
ま
で
約
20
人
の
会
員
が
ク
ラ
ス
毎
に
練
習
を

重
ね
�
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
情
熱
の
渦
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
�

　
　
◆
問
合
せ

：

代
表
・
入
澤
百
合
子
さ
ん
（
☎
0
9
0

�

1
1
2
3

�

4
3
1
4
）

取
材
し
た
人

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
矢
坂 

千
尋
さ
ん

　ケサノさんは手間がか
かるものも楽しみながら
作ってるので、自然に食
を通じた地域の文化が伝
わる、つながるように思
いました。活動のお手本
にしたいです。

①家の裏山でヨモギ摘み　②

材料の分量も試行錯誤でケサ

ノさん流のレシピ　③手を動

かしながら会話も弾みます　

④慣れた手つきで次々と団子

にしていきます　⑤「ちっと、

やわらかかったかなぁ」「餡

子じゃなくてもおいしいかも

ね」と、あれこれおしゃべり

❶ ❷

❺❸ ❹

体がおぼえている食を、楽しみながら

で
見
て
味
わ
っ
て
覚
え
て
き
た
も
の
を
自

分
な
り
の
味
と
形
に
し
ま
す
。

　「
く
ず
米
で
つ
く
っ
た
あ
ん
ぼ
や
団
子

は
お
い
し
く
な
く
て
。
そ
れ
で
も
貴
重
だ

っ
た
っ
け
」。
昔
の
味
そ
の
ま
ま
で
は
な

く
、
今
食
べ
て
お
い
し
い
も
の
を
作
り
、

近
所
や
老
人
会
で
配
り
ま
す
。「
お
い
し

け
れ
ば
み
ん
な
が
食
べ
て
く
れ
る
。
食
べ

た
人
が
﹃
自
分
も
作
っ
て
み
た
い
﹄
と
思

っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
ね
」。

　「
ヨ
モ
ギ
の
葉
は
伸
び
過
ぎ
る
と
コ
ワ

く
な
っ
て
ね
�
」。
ケ
サ
ノ
さ
ん
は
、
季

節
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
と
き
に
採
れ
る

自
然
の
恵
み
で
、
こ
の
地
域
に
昔
か
ら
あ

る
も
の
を
作
り
ま
す
。
仲
間
と
一
緒
の
と

き
も
あ
り
、
日
常
を
楽
し
む
た
め
の
大
切

な
時
間
で
す
。

　
幼
少
の
頃
に
母
が
他
界
し
、
祖
母
に
育

て
ら
れ
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
の
祖
母

の
姿
、
結
婚
後
の
嫁
ぎ
先
の
料
理
、
今
ま

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

村
山
ケ
サ
ノ
さ
ん
︵
天
池
・
70
歳
︶

笹
団
子
づ
く
り

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

�

３
１
１
２
ま
で
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に
こ
に
こ 

た
い
よ
う

岩
坂
　
咲さ

来ら

さ
ん
（
１
年
）

カ
ラ
フ
ル
な
ク
ワ
ガ
タ
の
世
界

髙
橋
　
陸む

つ

き希
さ
ん
（
２
年
）

　だいすきなハートをいっぱい
かきました。ハートにかこまれ
て、たいようがにこにこしてい
ます。こんなたいようがあった
らいいな。

　クワガタの形をハサミで切る
のが大変でした。木の葉っぱも
いろいろな色を使ってカラフル
な世界を表現しました。

楽
し
い
よ
さ
こ
い

金
子
　
茉ま

な奈
さ
ん
（
４
年
）

　楽しそうにおどっている自分
を描きました。服のしわを作り
動いている様子を表していま
す。自分が目立つように背景を
工夫しました。

ウ
ナ
ギ
を
つ
か
ま
え
た
ぞ

今
藤
　
瑞み

ず

き生
さ
ん
（
５
年
）

　川でウナギをつかまえること
を想像して版画にしました。尾
びれがバチャバチャ動いている
様子を表すのが難しかったで
す。

ワ
ー
ル
ド
ネ
ー
ム

渡
邊
　
脩
し
�
う

さ
ん
（
６
年
）

　社会の教科書を参考にして作
りました。曲がるところがとて
も大変でした。完成したときは
とても達成感がありました。

人
魚
に
見
ら
れ
る
魚
た
ち

上
村
　
咲さ

希き

さ
ん
（
３
年
）

　人魚と魚たちが楽しそうにく
らしています。気に入っている
ところは、魚のおうちです。魚
がくらしやすいように大きく作
って、色をカラフルにしました。
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